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青少年問題の悩みなどお気軽に

疾　芦宇治こころの電話

　　２４－0800

(土･日･祝日を除く午前９時～午後５時)

７月23日(日)は参院選の投票日

あなたの一票お忘れなく
任期満了に伴う参議院議員選挙は、７月23日(日)が投票日。あなたの声を国政に

生かす大切な選挙です。棄権しないで必ず投票しましょう。

　
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
二

回
投
票
を
し
ま
す
。
各
都
道
府

県
の
区
域
を
単
位
と
し
て
行
わ

れ
る
選
挙
（
選
挙
区
選
出
）
と
、

全
国
の
都
道
府
県
の
区
域
を
通

じ
て
行
わ
れ
る
選
挙
（
比
例
代

表
選
出
）
の
二
種
類
で
す
。

　
各
投
票
所
で
は
、
ま
ず
先
に

候
補
者
の
名
前
を
書
く
選
挙
区

選
挙
の
投
票
（
薄
い
黄
色
の
投

票
用
紙
）
を
済
ま
せ
、
次
に
政

党
名
を
書
く
比
例
代
表
選
挙
の

投
票
（
白
色
の
投
票
用
紙
）
を

ご注意／参議院議員選挙

不在者投票所位置図
　お出掛け前に

　　　確認しましょう

①投票所入場券は持ちましたか

②ご自分の投票所は確認しましたか

　　｢棄権せず必ず投票しましょう｣

　　　　　　○

不
在
者
投
票
は
2
2
日
ま
で

　
投
票
は
、
投
票
日
当
日
に
決

め
ら
れ
た
投
票
所
で
行
う
の
が

原
則
で
す
。
し
か
し
、
投
票
日

に
や
む
を
得
な
い
理
由
で
投
票

所
へ
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、

公
職
選
挙
法
で
定
め
た
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
対

象
と
な
る
の
は
次
の
場
斌
に
す
。

　
▽
投
票
区
外
で
仕
事
に
従
事

(薄い黄色)(白色)

▽
結
婚
や
法
事
、
旅
行
な
ど
計

画
を
変
更
す
る
こ
と
が
難
し
い

用
務
で
宇
治
市
外
に
滞
在
中
▽

出
産
や
病
気
な
ど
で
歩
行
が
著

し
く
困
難
な
ど

　
不
在
者
投
票
は
、
七
月
二
十

二
日
出
ま
で
の
毎
日
（
土
・
日

曜
日
も
）
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
五
時
ま
で
、
市
役
所
一
階
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
右
図
）
で
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
印
鑑

と
投
票
所
入
場
券
（
お
手
元
に

届
い
て
い
る
場
合
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所
入
場
券
は
自
分
の
分
を

切
り
離
し
、
投
票
の
際
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
な
く
し
た

り
忘
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
投
票
で
き
る
人

　
昭
和
五
十
年
七
月
二
十
四
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成

七
年
四
月
五
日
ま
で
に
宇
治
市

内
へ
の
転
入
届
け
を
し
、
引
き

続
き
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
六
月
二
十
二
日
以
後
に
宇
治

　
市
内
で
転
居
し
た
人

▽
四
月
六
日
以
後
に
市
外
か
ら

　
宇
治
市
内
へ
の
転
入
届
け
を

　
し
た
人

＊
た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
場
合
も

　
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
が
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で

　
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
◇

　
参
議
院
選
挙
に
関
す
る
詳
し

い
こ
と
は
、
七
月
十
三
日
に
新

聞
に
折
り
込
む
『
選
挙
だ
よ
り
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
選
挙
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
登
2
0
・

8
7
9
8
）
へ
Ｏ

増
え
続
け
る
ご
み

ご
み
処
理
基
本
計
画
を
策
定

問
い
合
わ
せ

　
年
々
増
え
続
け
る
ご
み
。
市

で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
ご
み
処
理

に
つ
い
て
は
、
将
来
を
見
通
し

た
施
策
が
一
層
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
こ

の
た
び
平
成
二
十
年
度
を
目
標

年
度
と
し
た
『
ご
み
処
理
基
本

計
画
』
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今

後
は
昨
年
十
一
月
に
「
宇
治
市

ご
み
減
量
化
促
進
協
議
会
」
か

ら
提
言
を
受
け
た
、
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
た
め
の
市
民
・

事
業
者
・
行
政
に
よ
る
推
進
組

織
を
設
置
す
る
な
ど
、
各
年
の

「
実
施
計
画
」
の
中
で
具
体
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

トン／年）(単位：ごみ発生量

ﾆ二 家　　　庭　　　系　　　ご　　　み

可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 粗大ごみ 計

平成５年度 33,742 11,074
《

,埓3 341 46,340

平成20年度 46,330 10,805 7,8霞 438 65,430

環
境
事
業
所
（
内
線
3
0
0
1
）

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
で

減
ら
す
努
力
を

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
平

成
五
年
度
で
年
間
四
万
六
千
三

百
四
十
り
｛
｝
人
一
日
当
た
り

六
百
九
十
五
・
一
ｒ
）
。
こ
の

十
年
間
で
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
資
源

ご
み
と
し
て
回
収
し
た
の
は
Ｉ

千
百
八
十
三
り
（
同
じ
く
十
七

・
八
ｒ
）
。
ふ
採
の
二
・
六
八
Ｌ

セ
ン
ト
で
す
が
、
こ
の
十
年
間

で
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
で
は
、
紙
類
が
四

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
多
く
、

分
別
回
収
す
れ
ば
約
一
一
パ
ー

セ
ン
ト
は
資
源
と
し
て
再
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
不
燃
ご
み
で

は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ス
チ
ー

ル
缶
や
ア
ル
ミ
缶
、
ガ
ラ
ス
び

ん
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
お
り
、
今
後
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
拡
大
が
急
が
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
か
ら
出
る
ご

み
の
量
も
こ
こ
十
年
で
約
二
・

三
四
倍
と
増
え
て
お
り
、
ご
み

の
排
出
を
抑
え
減
量
化
を
徹
底

す
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
一
人
一
二
パ
ー
セ
ン
ト

の
減
量
は
可
能

　
基
本
計
画
で
は
平
成
二
十
年

度
に
は
家
庭
か
ら
で
る
ご
み
は

六
万
五
千
四
百
三
十
り
と
予
測
。

そ
の
う
ち
資
源
ご
み
と
し
て
回

収
す
る
分
を
七
千
八
百
五
十
七

リ
。
全
体
の
一
二
こ
パ
ー
セ

ン
ト
と
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

平
成
五
年
度
で
は
一
人
一
日
当

▲ごみ収集作業

た
り
十
七
・
八
ｒ
で
あ
っ
た
資

源
化
量
を
百
・
五
ｒ
に
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
計
画
目
標
達
成
の
た
め
▽

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
到
来
に
対

応
し
た
分
別
、
収
集
運
搬
体
制

の
確
立
▽
廃
棄
物
の
適
正
処
理

の
推
進
▽
事
業
系
一
般
廃
棄
物

の
自
己
処
理
責
任
の
徹
底
を
基

本
政
策
と
し
て
、
ご
み
の
排
出

を
抑
え
、
最
終
処
分
に
至
る
ま

で
の
各
段
階
で
の
計
画
を
策
定
。

社
会
情
勢
の
変
化
や
処
理
の
在

り
方
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
年
ご
と

に
計
画
の
見
直
し
を
し
ま
す
。

ご
み
問
題
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
解
決
を

　
市
民
は
、
「
再
生
品
を
使
う
」

「
ご
み
を
買
わ
な
い
」
「
ご
み
を

出
さ
な
い
」
努
力
を
。

　
事
業
者
は
、
事
業
活
動
に
伴
っ

て
生
じ
る
ご
み
は
、
自
ら
の
責

任
で
適
正
処
理
を
。
ま
た
、
資

源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
発
生

を
抑
え
る
努
力
を
。

　
行
政
は
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ご
み
の

減
量
化
・
再
資
源
化
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
の
土
台

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

効
率
的
な
ご
み
の
処
理
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

505

ス
ト
ッ
プ

二
種
類
の
投
票

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
間
違
わ

な
い
よ
う
に
投
票
し
て
く
だ
さ

ｔ

投
票
所
入

場
券
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スポーツ

■黄槃公園・西宇治公園市民プー

　ルオープン

　[〉期間…７月15日出~8月31日

困[〉開設時間…○７月15日・17日

～20日＝午後１時～5時、○７月

16日・21日～31日＝午前10時～午

後５時、○８月１日～30日＝午前

10時～午後４時、○８月31日＝午

前10時～午後３時[＞料金…大人

300円、子供(中学生以下)100円

　回公園公社(昔33-4001)。

■トレーニング機器実技講習会

　[〉７月29日出午後１時～と午後

３時半～の２回、黄聚体育館[〉対

象…15歳以上(中学生は不可)[＞

定員…各先着30人[＞1000円　回i 6

日(日)午前９時から同館へ直接。顔

写真(3×2.5センチ)が必要。

回公園公社(a33-4001)。

■親子水泳教室

　[〉７月20日困、21日出、24日(月)

～28日倒の７回、午後５時半～７

時半。西宇治公園プール＼＞対象…

小学生以上の子供と親、先着3o組

　
秋
に
開
催
す
る
市
民
文
化
祭

の
参
加
者
（
団
体
）
を
募
集
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の

文
化
活
動
の
成
果
を
ぜ
ひ
発
表

し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
か
ら
、
テ
ー
マ
を
設

け
て
発
表
・
展
示
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
四
季
」

で
す
（
な
る
べ
く
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
発
表
・
展
示
を
工
夫
し
て
く

だ
さ
い
）
。

◆
合
同
企
画
…
発
表
の
部
で
は

ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
合
同
の
舞

台
を
企
画
を
広
く
交
流
を
凶
り
、

　回市民体育課(内線2621 )。

■地域巡回重点普及スポーツ

　〈グラウンドゴルフ･ペタンク〉

　[〉７月23日(日)、午前10時～正午。

南部小学校グラウンド、雨天中止

　回市民体育課(内線2621)。

■高齢者スポーツ教室

　[〉７月20日出午後１時～３時、

広野公民館i〉内容…ディスクゴル

フ、ペタンクなど回同館(容41

-7450)。

お知らせ

・京都府観光写真コンクール

　C＞テーマ‥･｢京都・産業と観光｣

[〉応募規定…新しい作品で単写真、

未発表のもの。カラープリント四

つ切り[＞出品料…1000円[弓題名・

住所・氏名・電話番号を書いた応

募票を作品裏面にはり、８月１日

～25日に京都府観光連盟(〒600

京都市下京区七条烏丸西南角、昔

075-371-2226)へ郵送か持参で。

・消防設備士試験

　＞8月13日(日)、関西文理学院鞍

馬口校(京都市北区鞍馬口通烏丸

薬物乱用防止に

協力を

　薬物乱用を防ぐには、私たち

一人ひとりが正しい知識を持ち、

誘われても「ＮＯ／」という勇

気を持つことが大切です。

文
化
祭
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
に

し
ま
す
。

◆
参
加
資
格
…
市
内
在
住
か
在

勤
・
在
学
の
人
。
そ
れ
ら
の
人

で
構
成
さ
れ
た
団
体
（
発
表
の

部
は
５
人
以
上
）

◆
参
加
料
・
：
発
表
の
部
は
Ｉ
団

体
に
つ
き
2
0
0
0
円
十
参
加

者
数
×
２
０
０
円

◆
会
場
・
・
・
展
示
の
部
は
中
央
公

民
館
（
菊
花
展
は
文
化
セ
ン
々
「

内
」
、
発
表
の
部
は
文
化
セ
ン

タ
ー
大
・
小
ホ
ー
ル

◆
実
施
日
程

▼
展
示
の
部

○
第
１
部
…
１
１
一
月
３
日
蜘
～
1
1

月
５
日
㈲
＝
書
道
（
半
切
程
度

以
内
）
・
陶
工
芸
・
園
芸
・
山

野
草
・
水
石
・
盆
栽
・
映
像

○
第
２
部
：
ｎ
月
1
7
日
面
～
‥
１
１

月
1
9
日
向
＝
生
花
・
額
装
品

（
1
0
号
以
内
）
・
拓
本
・
写
真
・

手
工
芸
・
木
彫
・
木
工
芸
・
文

芸○
菊
花
展
…
1
0
月
2
9
日
間
～
‥
‥
‥
一

月
1
2
日
㈲
＝
小
菊
盆
栽
・
大
輪

大
菊

※
出
展
数
は
一
人
Ｉ
点
（
小
物

は
数
点
を
Ｉ
セ
ッ
ト
と
し
て
出

品
で
き
ま
す
。

▼
発
表
の
部

◎
１
１
一
月
３
日
脚
＝
合
同
企
画
・

合
唱
・
合
奏
こ
ニ
曲
・
吟
詠
・

民
謡

○
1
1
月
５
日
剛
＝
舞
踊
・
謡
曲

◆
申
し
込
み
・
・
・
７
月
1
7
日
側
～

2
8
日
㈲
に
文
化
観
光
課
（
内
線

2
2
2
3
）
へ
（
発
表
の
部
は

参
加
料
を
添
え
て
）
。

　＞7月31日圓午後１時半、アス

ターボウル２階受付集合（大久保

サティ横）［〉対象…市内在住で身

体に障害のある人とその介護者。

C〉参加費…600円　回社会福祉協

議会（S22-5650.ファクス22-5654）。

講座・教室

■城南地域職業訓練センターの講座

　圃いずれも同センター（昔46-0

688）。

　　〈ワープロ夏期集中講座〉［〉フ

月26日･27日・28日、午前９時半

～午後３時半［＞1万400円。　くワー

プロ初級Ver. 5〉［＞8月10日～

９月４日の月・木曜、午後６時半

~9時[＞9000円。　くワープロ初・

中級〉▽８月１日～11日の月・火・

木・金曜、午前９時半～午後３時

半＞1万2200円。　くワープロ中

うちの人気者

新山　紗蘭ちゃん(８ヵ月)

　　　　　(伊勢田町中ﾉ荒)

級Ver. 5〉【〉8月５日~26日の

水曜午後６時半～９時、土曜午前

９時半～正午[＞9000円。くパソ

コンプログラミング初級〉＞8月

10日~9月４日の月・木曜、午後

６時半～９時[＞9000円。　く日商

簿記2級検定〉C〉8月７日～11月

17日の月・水・金曜、午後６時半

~9時[＞1万8500円

催し

・夏休み親子見学会

　清掃工場の見学を通じて環1竟を

考えてみませんか。[＞7月29日(±)=

沢第2清掃工場(し尿処理工場)､８

月19日出＝折居清掃工場(ごみ焼

却工場)。両日とも午前10時~正午

C＞定員…各先着50人。回城南衛

生管理組合広報課(3075-631-517

1)。当日は専用バスが運行されます。

　
共
に
申
し
込
み
必
要
。
受
け

付
け
は
７
月
1
2
日
㈲
か
ら
。

む
か
し
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
教
室

　
▽
８
月
２
日
㈲
午
後
１
時
～

▽
対
象
・
：
小
学
３
～
６
年
生
▽

定
員
…
先
着
4
0
人
▽
材
料
費
…

３
０
０
円
。

こ
ど
も
陶
芸
教
室

　
▽
８
月
４
日
面
・
1
5
日
㈹
・

1
8
日
面
の
午
後
１
時
半
～
４
時

半
▽
内
容
・
：
形
を
作
り
、
色
つ

け
・
ゆ
う
薬
か
け
Ｌ
窯
出
し
・

観
賞
会
ま
で
、
焼
く
の
は
公
民

館
が
行
い
ま
す
▽
対
象
…
小
・

中
学
生
。
小
学
４
年
生
ま
で
と

　
小
学
生
対
象
。
す
べ
て
申
し

込
み
必
要
。

子
ど
も
紙
す
き
教
室

　
▽
７
月
2
4
日
卯
午
前
９
時
～

正
午
▽
定
員
・
：
先
着
2
0
人
▽
指

導
…
市
役
所
商
工
課
職
員
。

子
供
サ
マ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　
▽
７
月
2
6
日
㈲
午
前
９
時
～

午
後
１
時
▽
定
員
…
先
着
3
0
人

▽
費
用
…
実
費
▽
指
導
…
管
理

夏
の
星
座
の
お
話

『
輪
の
消
え
牽
京
奈
見
恚
つ
』

　
▽
８
月
２
日
㈲
午
後
７
時
～

９
時
（
雨
天
の
時
は
翌
日
に
延

期
）
▽
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▽
指

導
：
山
西
天
文
台
・
山
西
重
男

さ
ん
。

水
彩
画
教
室

　
▽
８
月
2
1
日
間
午
前
９
時
～

正
午
▽
定
員
…
先
着
3
0
人
▽
指

　
夏
の
暑
さ
も
ピ
ー
ク
岑
迎
え
、

火
に
対
す
る
警
戒
感
も
薄
れ
が

ち
に
な
り
、
火
災
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
消
防
本
部
で
は
、
７

月
卵
一
日
俐
か
ら
2
6
日
㈲
ま
で
住

宅
防
火
対
策
、
文
化
財
社
寺
・

学
校
な
ど
の
防
火
管
理
の
推
進

を
目
標
に
「
夏
の
防
火
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
事
業
所
な

７
／
2
0
（
木
）
～
2
6
（
水
）

夏
の
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ど
で
防
火
査
察
や
消
防
訓
練
を

行
っ
た
り
、
町
内
会
・
自
治
会

を
対
象
に
防
火
座
談
会
や
家
庭

訪
問
を
し
防
火
を
呼
び
掛
け
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
み
な
さ
ん

も
火
に
対
す
る
心
構
え
を
新
た

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
予
防
に
対
す
る
相
談
は

お
近
く
の
消
防
紐
署
か
、
消
防

本
部
（
内
線
2
6
5
7
）
へ
。

広
野
公
民
館

　
広
野
町
寺
山
1
7
－
4
0
3

　
容
4
1
・
7
4
5
0

年
生
以
上
の
２
ク
ラ
ス
。
そ
れ

ぞ
れ
先
着
1
5
人
▽
材
料
費
…
３

０
０
円
▽
持
ち
物
・
土
プ
ロ
ン
、

ぞ
う
き
ん
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
筆
記
具
。

ド
‐
Ｆ
Ｅ
ｉ
Ｆ
ｒ
Ｌ
Ｉ

栄
養
士
・
司
馬
正
子
さ
ん
。

▲昨年、広野公民館で

・
み
ん
な
集
ま
れ

４
時
▽
定
員
…
先
着
3
0
人
▽
指

導
…
書
道
ク
ラ
ブ
。

　
小
倉
公
民
館

言
ザ

　
　
容
2
2
1
4
6
8
7

人
形
劇
夏
祭
り
公
演

　
▽
７
月
2
0
日
㈹
、
午
後
１
時

～
と
３
時
～
の
２
回
公
演
▽
出

演
：
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
ー
Ｚ
ア
イ
ッ

シ
ュ
「
ふ
し
ぎ
な
た
ま
ご
」

「
か
ぱ
ん
お
ぱ
ち
ゃ
ん
」
、
宇
治

民
話
の
会
「
宇
治
の
町
に
伝
わ

る
民
話
」
。
自
由
参
加
。

実
習
と
試
食
会
を
し
ま
す
。

　
▽
７
月
2
5
日
㈹
午
前
1
0
時
～

午
後
２
時
▽
定
員
…
親
と
子
供

（
単
独
参
加
も
可
）
。
先
着
3
0
人

▽
材
料
費
…
３
９
品
‥
（
当
日
）

▽
持
ち
物
・
：
三
角
き
ん
、
布
き

ん
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具
▽
申
し
込
み
…
７
月
2
0

日
俐
ま
で
に
電
話
か
来
館
で
。

保
育
あ
り
。

ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

　
▽
７
月
2
9
日
出
午
後
３
時
～

７
時
▽
内
９
　
ふ
喘
蔚
コ
十
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
手
作
り
コ
ー

　
食
恋
亨
宮
市
民
会
男
筰
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
に
基
づ
き
、
調
理

導
…
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
。

子
ど
も
の
喜
ぶ
魚
献
立

ナ
ー
、
ビ
ン
ゴ
コ
ー
ナ
ー
。

子
ど
も
映
画
会

　
公
民
館
を
巡
回
上
映
し
ま
す
。

都
合
の
良
い
会
場
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
中
央
公
民
館
＝
８
月
１
日
㈹

午
前
９
時
～
正
午

○
小
倉
公
民
館
＝
８
月
２
日
㈹

午
後
２
時
～
３
時
半

○
木
幡
公
民
館
＝
８
月
３
日
㈲

午
前
９
時
～
正
午

○
広
野
公
民
館
＝
８
月
４
日
吻

午
後
２
時
～
３
時
半

　
▽
上
映
映
画
・
・
・
「
ひ
ろ
し
ま

の
エ
ノ
キ
」
「
が
ん
ば
れ
ス
イ

ミ
と
「
ぼ
く
と
き
ど
き
ぷ
た
≒

書
道
教
室

　
▽
８
月
2
1
日
圓
午
後
１
時
～

公
民
館
夏
の
催
し

中
央
公
民
館

　
折
居
台
１
丁
目
―

　
登
2
0
●
１
λ
｀
‘
１
１

情報

B0X
1４陽ぶお昌司

●J･.4　　..,.　　y--●　　　　　.訟禁欲判

しにこごjえ丿!.;-ニ∧'7卜丿上ニフ!

東入ル）[17月12日伽までに願

書を則消防試験研究センター京都

府支部（京都市上京区釜座通丸太

町上ル・都文化ビル２階、S075-

241-3945）へ、受け付けは午前９

時～午後４時半。願書は市内各消

防（分）署にあります。

福祉

■福祉バザー

　E＞フ月16日（日）午後１時～、東宇

治幼稚園囲社会福祉協議会（a

22-5650）。

■社会福祉大会

　市民の地域・在宅福祉への関c♪･

理解を深めていただくものです。

[＞フ月21日倒午後i時半～４時、

文化センターC〉内容…○式典○実

践発表「阪神・淡路大震災救護活

動を通して学んだもの」○ハープ

演奏とトーク＝池田千鶴子さん

回社会福祉協議会（S22-5650）。

■在宅老人家族介護者教室

　C＞フ月15日出午後２時~4時、

小倉デイサービスセンター・同在

宅介護支援センター（小倉小学校

内）C＞テーマ…在宅介護支援セン

ターとは（市内における老人福祉

制度）圃7月13日俐までに同サー

ビスセンター（S21-6294）。

■障害者のボウリング教室

市民文化祭

出展作品

出場団体　募集

～ふれあいでたかめよう

　　　　　　宇治の文化～

テーマ「四季」
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市
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情
報
短
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催
し

◆
宇
治
市
水
泳
学
園
…
７
月
2
1

日
吻
～
８
月
１
日
㈹
、
午
前
1
0

時
～
1
1
時
半
、
黄
檗
公
園
プ
ー

ル
。
小
学
校
２
年
～
６
年
生
の

先
着
３
百
人
。
７
千
円
。
申
し

込
み
は
７
月
1
4
日
廊
～
1
6
日
㈲

の
午
後
３
時
～
６
時
に
宇
治
公

民
館
へ
受
講
料
と
印
鑑
持
っ
て
。

小
西
さ
ん
（
雲
2
2
・
ａ
）
。

◆
宇
治
青
年
会
議
所
公
開
例
会
・

映
画
鑑
賞
…
地
球
環
境
を
考
え

る
映
画
『
地
球
交
響
曲
（
ガ
イ

ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）
』
の
上
映

と
こ
の
映
画
の
監
督
龍
村
仁
さ

投書コーナー

私もひと

こと

ん
の
講
演
。
８
月
1
2
日
田
午
後

よ
マ
、
文
化
セ
ン
タ
‐
大
ボ
ト

ル
。
無
料
。
申
し
込
み
は
同
会

議
所
（
a
2
3
・
3
1
7
2
）
。

先
着
干
２
百
人
。

◆
市
民
歩
こ
う
会
…
７
月
1
6
日

㈲
午
前
８
時
半
、
京
阪
宇
治
駅

前
集
合
。
私
市
・
く
ろ
ん
ど
池

方
面
、
約
1
2
キ
ロ
。
昼
食
、
雨

具
持
参
で
。
雨
天
の
場
合
は
2
3

日
㈲
。
牧
原
さ
ん
（
a
2
3
・
2

2
6
2
）
。

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
・
：

８
月
７
日
囲
午
後
ト
時
い
１
時
、

宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必
要
。

５
百
円
。
山
岡
さ
ん
（
容
０
７

イ
ヌ
ネ
コ
は
ご
み
？

　
五
月
二
十
一
日
号
の
市
政
だ

よ
り
の
「
ご
み
の
分
け
方
出
し

方
」
の
表
に
『
イ
ヌ
ー
ネ
コ
な

ど
の
死
体
』
と
あ
り
ま
し
た
。

な
ん
で
、
ご
み
と
一
緒
に
さ
れ

る
の
で
す
か
。
動
物
の
死
体
は

ご
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
う

少
し
、
配
慮
と
い
う
も
の
が
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、
残
念

で
す
。
皆
さ
ん
も
ご
み
と
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

夕
暮
れ
の
ひ
と
時
を

　
　
　
　
ご
一
緒
に

　
昔
、
宇
治
川
で
は
た
く
さ
ん

見
ら
れ
た
と
い
う
ほ
た
る
を
、

ま
た
復
活
さ
せ
た
い
・
…
こ
う

し
た
願
い
を
込
め
て
六
月
十
日

出
午
後
四
時
か
ら
、
宇
治
川
中

の
島
で
「
ほ
た
る
懇
″
の
夕
べ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
京
都
国
体
の
際
、

地
域
の
子
供
た
ち
が
お
茶
席
を

作
っ
て
全
国
か
ら
の
お
客
さ
ん

５
°
４
６
１
°
1
8
2
8
）
ｏ

　
　
募
集

◆
混
声
コ
ー
ラ
ス
・
お
ぐ
ら
の

…
歌
の
大
好
き
な
人
が
集
ま
っ

て
で
き
た
サ
ー
ク
ル
。
初
心
者

も
男
性
も
歓
迎
し
ま
す
。
毎
月

第
１
～
４
木
曜
の
午
後
７
時
半

～
９
時
半
、
小
倉
公
民
館
。
村
‘

上
さ
ん
（
0
2
4
・
1
9
3
7
）
。

◆
染
め
物
・
染
…
額
絵
み
類
・

袋
物
に
自
由
な
色
使
い
で
絵
の

よ
う
な
図
案
鷺
燃
工
げ
ま
す
。

毎
月
第
１
・
３
火
曜
の
午
前
９

時
～
正
午
、
広
野
公
民
館
。
井

上
さ
ん
（
a
4
4
・
2
8
8
0
）
。

　
「
市
環
境
事
業
所
か
ら
」

　
イ
ヌ
ー
ネ
コ
な
ど
小
動
物
の

死
体
に
つ
い
て
は
、
環
境
事
業

所
に
連
絡
が
あ
る
と
、
職
員
が

引
き
取
り
に
伺
い
ま
す
。
引
き

取
っ
た
死
体
は
専
用
冷
蔵
庫
で

保
管
し
、
何
体
か
集
ま
っ
た
段

階
で
斎
場
の
動
物
用
の
炉
で
処

理
し
て
い
ま
す
。
動
物
の
死
体

は
法
律
上
で
は
「
一
般
廃
棄
物
」

に
な
り
ま
す
が
、
市
で
は
動
物

愛
護
の
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た

処
置
を
取
っ
て
い
る
も
の
で
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

を
も
て
な
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

そ
の
後
、
宇
治
地
区
青
少
年
健

全
育
成
協
議
会
、
宇
治
中
学
校

大きく育て！

　ボクらの苗

　
　
六
月
十
七
日
出
、
南
部
小
学

　
校
で
田
植
え
が
あ
り
、
二
百
五

　
十
人
の
児
童
が
参
加
、
心
地
よ

ヽ
ヽ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
田
植
え
は
生
産
教
育
の

区
生
徒
指
導
推
進
協
議
会
な
ど

の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、
地
域

▲「なんかヘンやで／」。手品に子

　供の視線か集中

の
子
供
ら
に
よ
る
鼓
隊
と
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
演
奏
や
お
茶
席
、

お
母
さ
ん
方
に
よ
る
そ
ば
席
ほ

か
、
手
品
や
ミ
ニ
演
奏
会
、
そ

し
て
ほ
の
か
な
光
を
放
つ
二
干

匹
の
ほ
た
る
に
、
訪
れ
た
千
人

が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
世
話
人
の
梅
村
岳
伸
さ
ん
は

「
昔
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
一
つ
の
共
同
体
で
し
た
。
こ

う
し
た
催
し
を
通
じ
て
、
地
域

が
ま
と
ま
り
、
子
供
ら
を
健
や

か
に
育
て
ら
れ
る
環
境
が
で
き

れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
川
面
を
吹
く
風
が
日
中
の
暑

さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
、
そ

ん
な
ホ
ッ
と
す
る
雰
囲
気
が
印

象
に
残
る
催
し
で
し
た
。

南
部
小
で
田
植
え

体
験
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
四
・

五
年
生
を
対
象
に
十
七
年
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
梅
雨

の
晴
れ
間
と
な
っ
た
こ
の
日
、

水
田
の
持
ち
主
か
ら
「
田
ん
ぼ

の
中
で
は
足
の
親
指
に
力
を
入

れ
て
、
抜
き
足
差
し
足
で
歩
く

こ
と
。
お
い
し
い
お
米
を
作
る

に
は
き
れ
い
な
水
が
必
要
で
す
。

み
ん
な
も
水
童
俣
な
い
ぶ
つ
、

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、

話
を
聞
い
た
後
、
ひ
と
ク
ラ
ス

ず
つ
、
い
ざ
田
ん
ぼ
へ
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
の
お
母
さ
ん
方
の
手
ほ

ど
き
で
、
等
間
隔
に
植
え
て
行

き
ま
す
。
初
め
は
手
間
取
っ
て

い
た
子
供
た
ち
も
、
次
第
に
慣

れ
て
き
た
の
か
手
際
も
良
く
な

り
、
予
定
ど
お
り
午
前
中
に
半

反
を
植
え
終
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
植
え
た
の
は
も
ち
米
。

秋
に
は
稲
刈
り
を
し
、
十
一
月

の
収
穫
祭
で
餅
つ
き
を
し
て
、

全
校
生
徒
で
食
べ
る
と
の
こ
と
。

ト
1
年
生
は
見
学
に

田
ん
ぼ
か
ら
出
て
き
た
四
年
一

組
の
上
中
真
吾
君
は
「
最
初
は

足
元
が
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
悪
か

っ
た
け
れ
ど
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
収
穫
祭
が
楽
し
み
や
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昔は◇

　　　写友会「巨椋」

「ほら、こう撮れば写真に　実技指導、情報交換などで、

公民館夏まつりでは初の写真

展を予定しているとのこと。

　　「撮る時の感動がそのまま

写真に表現できた時は、やっ

ていて良かったと思いますね。

この会には初心者から経験数

十年のベテランまでいます。

レベルを気にせず同好の人と

気安く話ができるのが何より

楽しみ」と会長の大沢さん。

　今なら数人入会できるとの

こと。一度のぞいてみてはい

かがでしょう。〔問い合わせ〕

大沢博恵さん（a20 ・ 3881）。

動きが出るでしょう」と話す

講師の言葉に、思わず「なる

ほど、そやな」と感じ入った

様子。みんな、非常に勉強熱

心というのが第一印象です。

　写友会巨椋は小倉公民館で

活動している、公民館サーク

ルで唯一の写真同好会。今年

４月の公民館講座「写真講習

会」の参加者らで作られた、

まだ出来立てのサークルです。

活動は毎月第２・４木曜日の

午後１時半～3時半。活動は

撮影会をはじめ、作品の講評、

Ｓ
～

「
夏
が
来
る
と
お
も
う
こ
と
」

宇治シティーフィル26回目の演奏会

　
六
月
二
十
四
日
出
、
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
宇
治
シ
テ
ィ
ー

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
第
二
十
六

回
定
期
演
奏
会
を
開
催
。
時
に
は

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
時
に
は
繊
細

に
語
り
掛
け
る
調
べ
で
聴
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
代
表
者
の
脇
坂
英
夫

さ
ん
は
「
今
日
は
曲
目
が
多
く
、

細
か
い
と
こ
ろ
が
合
わ
せ
ら
れ
る

か
少
し
心
配
で
し
た
が
、
う
ま
く

い
き
ま
し
た
」
と
ぼ
っ
と
し
た
顔
。

　
同
フ
ィ
ル
は
昭
和
五
十
七
年
に

結
成
、
現
在
メ
ン
バ
ー
は
約
六
十

人
。
年
二
回
の
定
期
演
奏
会
や
広

野
公
民
館
の
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
で
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
す
。
現
在
、
弦
楽
器
の
パ
ー

ト
を
募
集
中
。
問
い
合
わ
せ
は
脇

坂
さ
ん
（
0
2
3
・
4
4
6
2
）
へ
。

次
回
８
月
1
1
日
号
の
テ
ー
マ

終
戦
5
0
周
年
に
あ
た
り
思
う
こ
と
、

の
思
い
出
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。
な
お
、
身
近
な
話
題
や
提
案
も

通
常
ど
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
採
用
分
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◇
市
民
情
報
・
短
信
　
サ
ー
ク
ル
の
催
し
や
会
員
募
集
な
ど
を
７
月
2
0

日
困
ま
で
に
。
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

　
〔
送
付
・
連
絡
先
〕
市
役
所
広
報
課
（
宇
治
琵
琶
3
3
’
　
ａ
ａ
-
3
1
4

1
内
線
2
0
6
9
）
へ
。
匿
名
希
望
の
場
合
も
住
所
・
氏
名
は
記
入
を
。
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「
ほ
た
る
鑑
賞
の
夕
べ
」
を
開
催

交差点
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サークルさあ来る

華麗な音色に酔わさ

れて

募集中

投
書
コ
ー
ナ
ー
「
私
も
ひ
と
こ
と

」
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宇

　
成
人
病
は
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
の
積
重
ね
が
大
き
な
原
因
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、
毎
日
の
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
よ

’
つ
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
医
療
課
（
内
線
2
3
3
2
）

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立
を

　
市
で
は
、
毎
年
各
公
民
館
で

「
健
康
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
食
生
活
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
塩
分
や
動
物
性
脂

肪
の
取
り
過
ぎ
で
成
人
病
に
つ

な
が
る
食
生
活
を
し
て
い
る
人

が
い
る
反
面
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

ｍ
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
な
ど
、

ｍ
個
人
差
が
か
な
口
ゑ
冒
蚤
し
た
。

ｍ
　
　
◇
令
◇

」
　
広
野
町
の
恋
濤
芳
兄
は
、

ｍ

第1067号
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健
康
診
断
で
夫
や
子
供
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
か
っ
た
の

で
、
今
回
の
健
康
教
室
に
参
加
。

「
つ
い
つ
い
家
族
の
好
み
に
合

わ
せ
て
作
っ
て
し
ま
う
の
で
、

食
べ
物
が
偏
り
が
ち
に
な
り
ま

す
。
出
来
る
だ
け
気
を
付
け
て

い
ろ
い
ろ
な
食
品
牽
取
又
れ
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立
に
し
よ

う
と
思
い
ま
す
」
と
の
感
想
。

ま
た
、
お
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て

参
加
さ
れ
た
五
ケ
庄
の
桝
田
え

つ
き
さ
ん
は
、
「
食
生
活
の
重

要
さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
改
め
て
反
省

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
塩
分
も
取

り
過
ぎ
で
す
。
一
度
に
は
無
理

な
の
で
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
　
　
◇
４
　
◇

　
自
分
の
食
生
活
を
振
り
返
る

と
、
濃
い
味
付
け
を
し
て
い
た

り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を

配
っ
て
い
て
も
、
大
豆
・
大
豆

製
品
や
緑
黄
色
野
菜
を
食
べ
な

い
で
牛
乳
だ
け
で
カ
ル
シ
ウ
ム

を
補
給
し
よ
う
と
し
て
い
た
り

し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
気

を
付
け
て
い
る
よ
う
で
、
意
外

と
落
と
し
穴
が
あ
る
も
の
で
す
。

　成人病予防のための

　　日本型食生活のポイント

E＞塩分は、１日10グラム以下にしま

しょう

E＞動物性脂肪め取り過ぎに注意しま

しょう

l＞魚、大豆・大豆製品（豆腐など）

を食卓によく登場させましょう

C＞野菜、海草など積極的にとるよう

にしましょう　　　　""^.

I>牛乳・乳製品　　. ･≪>　f＼/>

　　　　　　　９９

もとりましょう　　　ａ。＿．．

　
成
人
病
予
防
の
た
め
に
「
日

本
型
食
生
活
」
を
見
直
し
て
、

右
図
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気

を
付
け
た
食
事
を
と
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

り
、
自
分
で
つ
く
る
」
が
健
康

づ
く
り
の
基
本
で
す
。
健
康
的

な
生
活
は
、
普
段
か
ら
意
識
し

て
い
な
い
と
な
か
な
か
出
来
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
第
一
歩
、
自
分
の
食
生
活
の

点
検
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

敬老会参加申し込み
　
九
月
十
五
日
紛
、
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
敬
老

会
の
午
後
の
部
の
定
員
に
余

裕
が
あ
り
ま
す
。
参
加
ご
希

望
の
人
は
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り

は
七
月
二
十
一
日
倒
（
当
日

消
印
有
効
）
。

◇
と
き
　
９
月
1
5
日
拐
、
午

前
と
午
後
に
各
１
回
実
施

◇
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
（
折
居
台
Ｉ
Ｔ
目
）

◇
内
容
式
典
と
催
し
（
プ

ロ
の
出
演
に
よ
る
演
芸
と
宇

治
市
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
合
唱
）
。
午
前
・
午
後
の

部
と
も
、
同
じ
内
容
で
す
。

◇
応
募
資
格
　
市
内
に
住
み

大
正
1
4
年
９
月
1
6
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
（
９
月
1
5
日
現

在
、
満
7
0
歳
以
上
の
人
）
。

定
員
は
２
５
０
叉

◇
応
募
方
法
　
下
の
見
本
を

参
考
に
は
が
き
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
記
入
が
不
十

分
な
も
の
や
、
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
け
付
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
な
お
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
、
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
希
望
時
間
（
午
前
・

午
後
）
に
つ
い
て
は
ご
希
望

に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
記
念
品
贈
呈
　
参
加
者
に

は
会
場
で
記
念
品
（
紅
白
ま

ん
じ
ゅ
う
）
を
お
渡
し
し
ま

す
。

◇
送
迎
　
例
年
ど
お
り
、
バ

ス
を
借
り
切
っ
て
専
用
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
専
用
バ
ス

の
停
留
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。
発
車
時
刻
は
本
紙
９
月

‥
1
1
1
1
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
長
寿
社
会

対
策
課
（
内
線
2
3
4
6
）

送
迎
専
用
バ
ス
停
留
所

口
東
宇
治
方
面
中
住
宅
、

御
蔵
山
、
西
住
宅
、
幼
稚
園

前
、
御
園
、
町
並
（
長
谷
川

珈
琲
館
前
）
、
御
蔵
山
参
道
、

東
御
蔵
山
、
頼
政
道
、
東
宇

治
高
校
、
木
幡
、
木
幡
山
手

町
、
南
木
幡
、
病
院
前
、
黄

葉
駅
、
平
野
町
（
重
永
医
院

前
）
、
菟
道
高
校
、
隼
上
り
、

新
田
、
森
本
、
三
室
戸
（
府

□
目
川
方
面
　
目
川
、
大
川

原
（
京
阪
宇
治
恋
垣
バ
ス
停
）
、

棋
島
小
学
校
、
横
島
、
中
研

前
、
宇
治
橋
西
詰
（
県
通
り
）
、

県
神
社

口
宇
治
方
面
　
宇
治
車
庫
、

京
阪
宇
治
、
宇
治
橋
西
詰

（
都
計
道
路
）
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
、

総
合
庁
舎
、
宇
治
市
役
所

口
名
木
方
面
　
名
木
、
緑
ケ

原
、
大
久
保
（
旧
国
道
）
、

伊
勢
田
（
旧
国
道
京
阪
バ
ス

停
）

□
浮
面
・
小
倉
方
面
浮
面
、

名
木
北
口
、
西
小
倉
、
北
山

住
宅
、
小
倉
住
宅
、
砂
田
、

南
遊
田
、
姑
池
、
・
近
鉄
小
倉
、

道
）
、
明
星
町
１
丁
目
、
門
　
お

前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

「
」
三
軒
家
方
面
　
三
軒
家

小
倉
、
蔭
山
、
宇
治
郵
便
局
。

ユ
ニ
チ
カ

ロ
大
久
保
方
面
日
産
車
体
、

緑
ケ
原
口
、
近
鉄
大
久
保
、

Ｊ
旦
阻
駅
（
中
酉
む
油
前
）
、

城
南
高
校
、
神
明
、
感
用
荘
、

西
町

口
寺
山
台
方
面
大
久
保
小

学
校
、
寺
山
台
１
丁
目
、
宇

治
友
が
丘
（
東
町
）
、
小
根

尾
、
琵
琶
台
３
丁
目

口
志
津
川
方
面
　
志
津
川

（
竹
久
商
店
前
）
、
白
川
（
茶

研
入
口
）

□
笠
取
方
面

称
名
寺
下

笠
取
小
前
、

　敬老会参加申込書

住　　所

氏　名（ふりがな）

電話番号

生年月日　　　　　年齢

希望する部（　　　　）

芦午前の部か午後の部か

　どちらかを記入’

利用する交通機関

※専用バス､自家用車､その他

　のいずれかを記入

バス停留所名（　　　）

※市が運行する専用バスを

　利用する人だけ記入

506

7月は河川愛護月間

水辺にやすらぎ心にゆとり

　
今
月
は
河
川
窓
護
月
間
で
す
。

こ
れ
は
「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ

心
に
ゆ
と
り
」
を
標
語
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
良
好
な

河
川
環
境
を
造
り
、
河
川
を
安

全
で
適
切
に
利
用
し
よ
う
と
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の

あ
る
水
辺
の
空
間
づ
く
り
を
目

指
し
広
野
町
尖
山
か
ら
大
久
保

小
学
校
ま
で
の
間
の
名
木
川
沿

い
の
遊
歩
道
の
整
備
を
平
成
三

年
度
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
川
は
広
野
町
八
軒
屋
谷

を
源
流
と
し
、
大
久
保
地
域
を

経
て
久
御
山
町
で
古
川
に
合
流

卜
広
野
町
尖
山
に
あ
る
名
木
川
散
策
路
案
内
図

万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
歴
史
の

あ
る
河
川
で
す
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
川
の

せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
、
四
季
の
花

を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
、
自
然
を
生
か
し
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
ま

し
た
。
幅
丁
五
メ
ー
ト
ル
の

散
策
路
に
は
、
ペ
ン
チ
な
ど
の

休
憩
施
設
、
木
製
の
遊
具
、
照

明
灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
川
床
二
ヵ
所
に
飛
び
石
を

置
き
、
水
辺
ま
で
階
段
で
降
り

る
こ
と
が
出
来
る
親
水
護
岸
も

あ
り
ま
す
。
一
度
、
ゆ
っ
く
り

散
策
し
ま
せ
ん
か
。

　
住
宅
街
の
中
に
あ
る
静
か
な

こ
の
散
策
路
は
、
利
用
さ
れ
る

人
に
気
持
ち
良
く
歩
い
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
ご
み

や
犬
の
フ
ン
な
ど
で
汚
さ
な
い

よ
う
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
企
画
展

午
前
９
時
～
午
後
５
時

ら
　
い
け

い
ま
と
む
か
し
の
巨
椋
池日

脚
～
９
月
３
日
圓

＜主な展示テーマ＞

１・「入江」の暮らし

２・「大池」の漁師たち

３・　あふれる「水」

４・「巨椋池」の宿命

５・「巨椋池」を歩こう

毎
月
曜
日
休
館

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

午後の部に余裕がありま

す7/21（金）までは

がきで

歴
史
資
料
館

入
場
無
料
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